
土
壌
分
析
を
し
ま
し
ょ
う
！

　
　
　

―

コ
ス
ト
低
減
に
向
け
て―

J
A
で
は
、肥
料
の
過
剰
施
肥
に
よ
る
無
駄
を
な
く
し
コ
ス
ト
低
減

に
繋
げ
る
た
め
、土
壌
分
析
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。
分
析
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、約
1
合
程
度（
200    

）を
採
土
し
、必
ず
土
壌
を
乾

燥
さ
せ
て
か
ら
袋
に
入
れ
、住
所
・
氏
名
・
T
E
L
と
、水
稲
・
野
菜

（
キ
ャ
ベ
ツ
、ハ
ク
サ
イ
・・・
等
）・
果
樹（
ミ
カ
ン
、カ
キ
・・・
等
）な
ど

品
目
名
を
記
入
し
て
、3
月
12
日（
金
）ま
で
に
各
支
店
へ
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
分
析
結
果
は
4
月
中
旬
頃
に
ご
連
絡
致
し
ま
す
。

g

※
防
除
薬
剤
の
あ
と
の
数
字
は
、
安
全
使
用
基

準
で
、〔
収
穫
何
日
前
ま
で
使
用
可
能
か
／
通

算
使
用
可
能
回
数
〕
を
表
し
て
い
ま
す
。
農
薬

は
農
薬
安
全
使
用
基
準
を
守
り
、
正
し
く
適
期

に
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

例
）
表
記
が
〔
14
日
／
2
回
〕
の
場
合
…
収
穫

14
日
前
ま
で
に
2
回
使
用
可
能

　

寒
づ
き
を
し
て
い
な
い
水
田
は
、
３
月
末
ま

で
に
必
ず
耕
起
す
る
と
と
も
に
、
土
壌
改
良
資

材
を
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。

土
壌
改
良
資
材
の
必
要
性

　

栽
培
期
間
中
の
高
温
に
よ
り
、
乳
白
米
を
中

心
と
し
た
玄
米
の
高
温
障
害
が
増
加
し
、
品
質

の
低
下
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

土
壌
中
の
ケ
イ
酸
や
鉄
が
不
足
す
る
と
地
力

が
低
下
し
、
生
育
後
期
に
稲
の
生
育
活
性
が
低

下
す
る
こ
と
で
、
玄
米
の
品
質
低
下
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

土
壌
改
良
資
材
を
施
用
し
、
こ
れ
ら
の
問
題

を
克
服
し
ま
し
ょ
う
。

市場出荷休日カレンダー
（野菜・果樹）

×は出荷できない日       は日曜・祝日等

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
新
ふ
り
か
け
堆
肥
ｅ
ｃ
ｏ(

300
㎏
／
10
ａ)

ま
た
は

・
ハ
イ
フ
ミ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
Ｇ(

300
㎏
／
10

ａ)

●
定
植

　

植
え
付
け
の
３
日
前
頃
に
十
分
灌
水
し
、
土

壌
を
湿
ら
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
種
イ
モ
は
変

色
や
腐
り
の
な
い
も
の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
わ
き
芽
摘
み

　

圃
場
に
定
植
し
活
着
し
た
後
に
行
い
ま
す
。

摘
み
取
り
作
業
は
、
わ
き
芽
が
長
く
伸
び
な
い

う
ち
に
早
く
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
摘
み
取

り
が
遅
れ
る
と
傷
口
が
大
き
く
な
り
や
す
く
、

ま
た
、
天
候
の
悪
い
日
に
摘
み
取
る
と
傷
口
か

ら
病
原
菌
が
侵
入
す
る
原
因
と
な
る
の
で
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

●
夜
温
管
理

　

果
実
の
肥
大
に
は
昼
温
よ
り
夜
温
の
影
響
が

強
く
、
夜
温
を
20
℃
以
上
で
管
理
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
夜
温
が
高
す
ぎ
る
と
落
蕾
、
落
花

数
が
多
く
な
り
や
す
い
で
す
が
、
良
い
花
の
数

が
多
少
減
っ
て
も
花
数
が
多
い
の
で
、
夜
温
を

高
め
に
管
理
し
て
開
花
数
を
増
や
し
、
良
い
果

実
を
短
期
間
に
肥
大
さ
せ
て
収
穫
す
る
ほ
う
が

よ
い
で
し
ょ
う
。

●
出
荷
の
注
意
点

①
花
落
ち
付
着
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

②
果
実
は
ヘ
タ
の
切
り
口
が
新
し
い
も
の
を
選

果
し
、
収
穫
後
は
速
や
か
に
出
荷
し
て
く
だ

さ
い
。

③
選
果
・
選
別
基
準
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

(

変
形
・
色
・
大
小
・
入
数
等)

④
病
害
虫
果
の
混
入
、
特
に
灰
色
カ
ビ
病
、
ヤ

ケ
果
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
注
意

す
る
点
は
適
期
収
穫
の
徹
底
で
、
シ
シ
ト
ウ

の
長
さ
が
5.5
〜
6.4
㎝
の
も
の
を
収
穫
す
る
よ

う
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
パ
ッ
ク
詰
め
作

業
で
は
、
各
段
階
と
も
長
さ
や
形
状
が
正
常

で
あ
っ
て
も
、
特
に
太
い
も
の
や
色
の
う
す

い
も
の
、
花
や
ゴ
ミ
等
が
入
ら
な
い
よ
う
に

注
意
し
、
天
候
が
悪
い
時
に
収
穫
し
た
シ
シ

ト
ウ
は
風
乾
を
行
い
、
ム
レ
の
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
（
特
に
灰
色
カ
ビ
病
の

発
生
圃
場
で
は
、
パ
ッ
ク
内
で
病
気
が
蔓
延

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す)

。

●
無
加
温
栽
培

　

定
植
時
に
ア
ド
マ
イ
ヤ
ー
１
粒
剤(

１
〜
２

ｇ
／
株)

を
植
穴
又
は
株
元
へ
土
壌
混
和
し
て

く
だ
さ
い
。
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
、
ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ

ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
防
除
に
必
要
で
す
。

●
播
種
・
定
植

　

ビ
ニ
ー
ル
ト
ン
ネ
ル
等
で
被
覆
す
る
と
生
育

が
良
く
な
り
ま
す
。

●
病
害
虫
防
除

　

さ
び
病
と
べ
と
病
は
ど
ち
ら
も
低
温
・
多
湿

の
条
件
を
好
む
の
で
、
長
い
降
雨
の
前
後
に
は

防
除
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
夜
間
に
も
や
・
霧

が
発
生
す
る
と
同
じ
く
多
発
の
原
因
と
な
り
ま

す
。
降
雨
前
に
は
予
防
効
果
、
降
雨
後
は
治
療

効
果
を
持
つ
薬
剤
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
乾
燥
条
件
で
は
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
発
生

が
多
く
な
り
ま
す
。
日
中
は
葉
上
に
い
ま
す

が
、
気
温
が
下
が
る
と
株
元
の
葉
の
隙
間
に
潜

る
た
め
、
株
元
ま
で
薬
剤
が
か
か
る
よ
う
に
散

布
し
ま
し
ょ
う
。
多
発
す
る
と
農
薬
で
の
防
除

が
困
難
な
た
め
、
発
生
初
期
の
農
薬
散
布
に
努

め
、
有
効
な
薬
剤
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散
布
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

●
裂
根
対
策

　

ニ
ン
ジ
ン
は
本
葉
４
〜
７
枚
の
頃
か
ら
芯
部

の
細
胞
増
加
と
肥
大
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
次
の
急
激
な
生
長
の
始
ま
る
基

礎
づ
く
り
の
時
期
で
、
も
し
肥
料
不
足
や
乾

燥
、
低
温
等
に
よ
っ
て
生
育
が
抑
え
ら
れ
る

と
、
細
胞
の
増
加
が
に
ぶ
り
、
致
命
傷
と
な
り

ま
す
。
裂
根
は
こ
の
時
期
の
障
害
が
原
因
で
起

こ
る
も
の
で
、
毎
年
裂
根
が
多
く
発
生
す
る
畑

で
は
「
土
づ
く
り
」
に
力
を
入
れ
、
発
芽
を
揃

え
、
乾
燥
や
肥
料
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注

意
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
圃
場
の
準
備

　

元
肥
を
全
層
に
施
用
し
、
15
㎝
以
上
深
く
耕

起
し
ま
し
ょ
う
。

●
播
種

　

２
条
に
浅
く
播
種
し
、
防
寒
被
覆
資
材
を
全

面
に
被
覆
後
、
十
分
に
灌
水
し
ま
し
ょ
う
。
低

温
期
で
発
芽
に
日
数
を
要
す
る
た
め
、
土
壌
が

乾
燥
し
な
い
よ
う
に
適
宜
灌
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

農家のため
の

最新情報

日 月 火 木 金 土
4月

水

昭和の日

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21

1
8
15
22

2
9
16
23

3
10
17
24

28

日 月 火 木 金 土
3月

水

春分の日

7
14
21
28

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

3
10
17
24

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

31

ハ
ク
サ
イ

29 30

ケ
イ
酸
・
鉄
・
リ
ン
酸
の
必
要
性

ケ
イ
酸
は
、
根
や
葉
を
丈
夫
に
す
る
の
で
倒

伏
や
病
害
（
い
も
ち
病
、
ご
ま
葉
枯
病
等
）
を

軽
減
し
ま
す
。
ま
た
受
光
体
制
の
改
善
に
よ
り

登
熟
歩
合
が
向
上
し
ま
す
。

鉄
は
水
稲
の
根
を
守
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

鉄
分
が
不
足
す
る
と
根
腐
れ
に
よ
る
「
秋
落

ち
」
が
生
じ
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

リ
ン
酸
は
、
作
物
の
根
の
発
育
を
盛
ん
に
す

る
の
で
、
ケ
イ
酸
が
一
層
良
く
吸
収
さ
れ
ま

す
。

土
づ
く
り
資
材

・
農
力
ア
ッ
プ
（
100
㎏
／
10
ａ
）

＊
秋
落
ち
田
で
は
140
㎏
／
10
ａ

　

鉄
・
ケ
イ
酸
・
リ
ン
酸
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
含

み
、
土
づ
く
り
に
適
し
た
省
力
資
材
で
す
。
水

稲
の
栽
培
に
必
要
な
成
分
を
効
率
的
に
吸
収
で

き
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
ケ
イ

酸
の
溶
出
に
優
れ
、
吸
収
効
率
が
大
幅
に
ア
ッ

プ
し
て
い
ま
す
。

●
追
肥

※

石
井
中
早
生
・
Ｙ
Ｒ
春
空

・
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
ユ
ー
キ
262(

100
㎏
／
10
ａ)

ま
た
は

・
ア
ヅ
マ
ッ
プ
545(

80
㎏
／
10
ａ)

　

握
り
こ
ぶ
し
程
度
の
大
き
さ
に
結
球
し
た
時

に
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

▽
３
月
下
旬

※

春
の
か
ほ
り
Ｓ
Ｐ
③

・
ア
ク
セ
ル(

フ)

1000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

・
バ
リ
ダ
シ
ン(

液)

５

800
倍
〔
７
日
／
５
回
〕

※
石
井
・
Ｙ
Ｒ
春
空

・
グ
レ
ー
シ
ア(

乳)

2000
倍
〔
７
日
／
３
回
〕

・
ウ
ラ
ラ
Ｄ
Ｆ

2000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

・
シ
グ
ナ
ム
Ｗ
Ｄ
Ｇ

1500
倍
〔
７
日
／
２
回
〕

※

Ｓ
Ｅ

・
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス(
顆)

2000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

◎
菌
核
病

防
除
の
徹
底
を
!!

　

菌
核
病
の
発
生
が
多
い
傾
向
に
あ
る
の
で
、

防
除
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。
発
生
後
の
防
除

は
困
難
な
の
で
、
次
の
薬
剤
を
中
心
に
予
防
的

に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
（
特
に
結
球
開
始
期
以

降
は
要
注
意)

。

▽
予
防

・
シ
グ
ナ
ム
Ｗ
Ｄ
Ｇ

1500
倍
〔
７
日
／
２
回
〕

ま
た
は

・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ス
タ(

顆)

2000
〜
3000
倍
〔
３
日

／
３
回
〕

▽
治
療

・
ア
ミ
ス
タ
ー
20(

フ)

2000
倍
〔
７
日
／
４
回
〕

●
定
植

※

春
さ
か
り
・
黄
楽
70(

パ
オ
パ
オ
が
け)

▽
３
月
15
日
ま
で

●
元
肥

・
苦
土
セ
ル
カ
フ
ミ
ン(

160
㎏
／
10
ａ)

元
肥
・
追
肥
型

・
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
ユ
ー
キ
038
プ
ラ
ス(

120
㎏
／

10
ａ)

ま
た
は

・
あ
さ
ひ
Ｓ
602(

120
㎏
／
10
ａ)

一
発
肥
料
型

・
園
芸
一
発
Ｓ
679(

200
㎏
／
10
ａ)

●
病
害
虫
防
除

◎
石
灰
欠
乏
症
（
ア
ン
コ
）

　

春
ハ
ク
サ
イ
で
は
特
に
発
生
し
や
す
い
の

で
、
適
宜
灌
水
で
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

・
パ
フ
ォ
ー
ム
Ca

500
倍

　

結
球
開
始
期
ま
で
に
葉
面
散
布
を
２
〜
３
回

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
定
植

※

ピ
ク
セ
ル
▽
３
月
１
日
〜
10
日

※

フ
ォ
レ
ス
ト
▽
３
月
５
日
〜
15
日

●
元
肥

・
苦
土
セ
ル
カ
フ
ミ
ン(

160
㎏
／
10
ａ)

元
肥
・
追
肥
型

・
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
ユ
ー
キ
038
プ
ラ
ス(

140
㎏
／

10
ａ)

一
発
肥
料
型

・
園
芸
一
発
Ｓ
679(

200
㎏
／
10
ａ)

●
病
害
虫
防
除

※

グ
ラ
ン
ド
ー
ム
▽
３
月
中
旬

・
ア
ク
セ
ル(

フ)

1000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

・
コ
ル
ト(

顆)

4000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

・
ナ
レ
ー
ト(

水)

1000
倍
〔
14
日
／
２
回
〕

　

３
月
下
旬
に
シ
ョ
ウ
ガ
の
定
植
を
行
う
方

は
、
圃
場
の
準
備
作
業
が
始
ま
り
ま
す
。

　

新
シ
ョ
ウ
ガ
を
定
植
す
る
30
〜
40
日
く
ら
い

前
に
は
、
完
熟
堆
肥
を
施
用
し
、
深
耕
整
地
を

キ
ャ
ベ
ツ

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

青
ネ
ギ

水　

稲

新
シ
ョ
ウ
ガ

シ
シ
ト
ウ

ニ
ン
ジ
ン

1011
3月のアナタの運勢

～モナ・カサンドラ～



カ
キ

モ
モ

ミ
カ
ン

ウ
メ

　

今
年
の
開
花
は
平
年
よ
り
や
や
早
い
状
況
で

交
配
面
が
心
配
さ
れ
ま
す
が
、
適
期
防
除
を
基

本
に
、
良
品
生
産
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
晩
霜
対
策

　

受
精
し
た
花
は
、
２
〜
３
週
間
後
か
ら
低
温

抵
抗
性
が
低
下
し
ま
す
。
幼
果
は
霜
害
に
よ
り

萎
縮
・
落
下
し
ま
す
。
低
地
や
谷
間
の
冷
気
が
停

滞
し
や
す
い
園
地
は
、
風
通
し
を
良
く
す
る
た
め
、

防
風
垣
下
部
の
刈
り
込
み
や
防
霜
フ
ァ
ン
を
使

用
し
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

●
病
害
虫
防
除

　

防
除
は
、
降
雨
前
に
行
う
の
が
基
本
で
す
。
殺

菌
剤
は
、
菌
に
感
染
す
る
前
に
果
実
（
葉
・
枝
）

を
防
除
し
な
い
と
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。
か
い
よ

う
病
・
灰
色
カ
ビ
病
・
黒
星
病
は
、
雨
が
感
染
源

で
広
ま
り
ま
す
。
感
染
後
の
防
除
は
手
遅
れ
で
す
。

降
雨
前
の
予
防
散
布
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▽
３
月
上
・
中
旬

◎
か
い
よ
う
病
（
ガ
ク
落
ち
ま
で
）

・
Ｚ
ボ
ル
ド
ー

500
倍
〔
葉
芽
発
芽
前
ま
で
〕

ま
た
は

・
Ｉ
Ｃ
ボ
ル
ド
ー
66
Ｄ

50
倍
〔
葉
芽
発
芽
前
ま

で
〕

◎
灰
色
カ
ビ
病

・
ベ
ル
ク
ー
ト(

水)

2000
倍
〔
30
日
／
３
回
〕

＊
薬
害
発
生
の
恐
れ
の
あ
る
場
合
（
高
温
時
）
は

ク
レ
フ
ノ
ン
200
倍
を
加
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
３
月
下
旬

◎
か
い
よ
う
病

※

小
梅
等

・
マ
イ
コ
シ
ー
ル
ド

1500
倍
〔
21
日
／
４
回
〕

※

南
高

・
カ
ス
ミ
ン(

液)

500
倍
〔
60
日
／
２
回
〕

◎
黒
星
病

・
デ
ラ
ン(

フ)

2000
倍
〔
14
日
／
２
回
〕

◎
ア
ブ
ラ
ム
シ
類

・
ス
タ
ー
ク
ル(

顆)

2000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

　

３
月
に
は
開
花
が
始
ま
り
ま
す
。
大
玉
果
生

産
に
は
欠
か
せ
な
い
摘
蕾
作
業
が
中
心
に
な
り

ま
す
。

●
摘
蕾
時
期

　

３
月
上
旬
か
ら
開
花
前
に
か
け
て
行
い
ま
す
。

蕾
が
ふ
く
ら
み
始
め
、
赤
み
を
帯
び
て
き
た
頃

が
最
も
蕾
が
落
ち
や
す
く
、
効
率
的
に
作
業
が

で
き
る
適
期
で
す
。
時
期
が
早
す
ぎ
る
と
蕾
が

固
く
落
と
し
に
く
く
、
開
花
直
前
に
な
る
と
葉
芽

を
傷
つ
け
や
す
い
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

　

本
格
的
な
摘
果
は
５
月
か
ら
で
す
が
、
樹
勢

の
弱
い
樹
は
４
月
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

同
時
に
枯
れ
枝
を
除
去
し
ま
し
ょ
う
。

●
病
害
虫
防
除

▽
３
月
上
旬

◎
黒
星
病
・
縮
葉
病

・
ト
レ
ノ
ッ
ク
ス
フ
ロ
ア
ブ
ル

500
倍
〔
７
日
／

５
回
〕

▽
３
月
下
旬
（
開
花
直
前
ま
で
）

◎
せ
ん
孔
細
菌
病

・
Ｉ
Ｃ
ボ
ル
ド
ー
66
Ｄ

50
倍
〔
随
時
〕

＊
石
灰
硫
黄
合
剤
と
は
10
日
間
あ
け
て
く
だ
さ

い
。

　

気
温
の
上
昇
と
と
も
に
、
３
月
下
旬
頃
か
ら

発
芽
期
を
迎
え
、
本
格
的
な
生
育
が
始
ま
り
ま

す
。
こ
の
時
期
は
晩
霜
に
あ
う
危
険
性
が
高

く
、
霜
害
で
芽
が
枯
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
晴
天
で
風
の
な
い
日
は
霜
が
降
り
や
す

い
の
で
、
気
象
情
報
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

●
晩
霜
対
策

　

一
般
的
に
、
低
気
圧
の
後
に
高
気
圧
が
張
り
出

し
、
風
が
止
ん
で
夕
方
か
ら
夜
空
が
澄
み
渡
っ
た

日
の
翌
朝
の
『
底
冷
え
』
を
感
じ
る
時
、
凍
霜
害

が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

対
策
と
し
て
は
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
で
水
を
流

し
凍
結
を
防
ぐ
散
水
法
、
風
を
送
る
こ
と
で
空
気

を
循
環
さ
せ
、
霜
が
降
り
る
の
を
防
ぐ
送
風
法

が
あ
り
ま
す
。

●
病
害
虫
防
除

▽
３
月
下
旬(

萌
芽
直
前)

◎
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類

・
石
灰
硫
黄
合
剤

10
倍
〔
発
芽
前
ま
で
〕

・
ネ
オ
エ
ス
テ
リ
ン

5000
倍
加
用

◎
う
ど
ん
こ
病

・
ホ
ー
マ
イ
コ
ー
ト

100
倍
〔
休
眠
期
／
１
回
〕

●
除
草

　

春
草
が
あ
る
と
、
地
温
の
上
昇
・
水
分
の
吸
収

を
妨
げ
、
春
肥
の
吸
収
が
悪
く
な
り
ま
す
。
早
期

に
除
草
し
ま
し
ょ
う
。

●
病
害
虫
防
除

12
月
〜
１
月
に
ハ
ー
ベ
ス
ト
オ
イ
ル
を
散
布
で

き
て
い
な
い
園
地
で
は
、
剪
定
後
の
３
月
中
・
下

旬
ま
で
に
、
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
や
ハ
ダ
ニ
類
防
除
と

し
て
ハ
ー
ベ
ス
ト
オ
イ
ル
80
倍
を
散
布
し
て
く
だ

さ
い
。
ハ
ー
ベ
ス
ト
オ
イ
ル
は
、
虫
を
油
膜
で
覆

い
、
窒
息
死
さ
せ
る
働
き
を
す
る
た
め
、
農
薬
の

抵
抗
力
を
つ
け
る
こ
と
な
く
高
い
防
除
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。
樹
冠
の
内
部
や
葉
裏
ま
で
丁

寧
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
、
か
い
よ
う
病
の
発
生
が
見
ら
れ
た
園
で

は
、
必
ず
発
芽
前
に
Ｉ
Ｃ
ボ
ル
ド
ー
66
Ｄ
を
60
倍

で
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
オ
イ
ル
等
と

の
混
用
、
お
よ
び
１
カ
月
以
内
の
散
布
は
で
き
な

い
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
除
草

　

気
温
が
上
昇
し
て
く
る
と
春
草
の
生
育
が
旺
盛

に
な
り
ま
す
。
春
肥
を
効
率
的
に
樹
に
吸
収
さ
せ

る
た
め
に
は
、
施
肥
前
の
除
草
が
必
要
で
す
。
土
壌

表
面
を
裸
地
に
す
る
と
地
温
の
上
昇
に
も
つ
な
が

り
、
春
肥
の
肥
効
を
高
め
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

・
プ
リ
グ
ロ
ッ
ク
ス
Ｌ

150
倍

●
春
肥

　

春
肥
の
施
用
は
、
発
芽
し
た
春
芽
の
伸
長
や

充
実
、
開
花
結
実
、
発
根
に
大
き
く
影
響
す
る
大

切
な
作
業
で
す
。

▽
３
月
上
旬

・
ニ
ュ
ー
わ
か
や
ま
味
一
ブ
リ
ケ
ッ
ト(

80
㎏
／

10
ａ)

ま
た
は

・
わ
か
や
ま
配
合(

80
㎏
／
10
ａ)

J
A
フ
ァ
ー
ム

水
稲
作
業
委
託
受
付
中
！

令
和
3
年
産

※

詳
細
は
14
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切
日

　
3
月
12
日（
金
）

は で ですは野焼きは で法律 です原則禁止

◆ 農薬登録のある農薬を選び、使用目的にあった農薬を使う
◆ 使用量・希釈倍数は記載の範囲内で調整し、散布方法を守る
◆ 使用時期、収穫前日数、使用回数は必ず守る
◆ 農薬飛散防止のための基本的な施用法を実践する
◆ 散布が終わったら、散布器具、タンクなどを十分に洗う

農薬散布作業は適切に

農薬使用の基本を守りましょう

野
焼
き
と
は

　
適
法
な
焼
却
施
設
以
外
（
ド
ラ

ム
缶
な
ど
）で
廃
棄
物
（
ゴ
ミ
）
を

燃
や
す
こ
と
を
言
い
、「
廃
棄
物
の

処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」

で
原
則
禁
止
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

野
焼
き
禁
止
の
例
外

　
農
業
、
林
業
ま
た
は
水
産
業
を

営
む
た
め
に
や
む
を
得
な
い
も
の

と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
廃
棄
物
の

焼
却
。
具
体
的
に
は
刈
草
、剪
定
枝
、

も
み
殻
な
ど
、
農
業
を
営
む
上
で
、

や
む
を
得
ず
発
生
す
る
も
の
の
焼

却
は
例
外（
家
庭
ゴ
ミ
を
一
緒
に
焼

却
す
る
の
は
違
反
行
為
）
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
例
外
で
あ
っ
て
も
、
よ
く
乾
燥
さ

せ
て
か
ら
少
量
ず
つ
焼
却
す
る
な

ど
、
近
隣
の
皆
さ
ま
の
ご
迷
惑
と
な

ら
な
い
よ
う
に
、お
願
い
し
ま
す
。

詳細は、最寄りの支店・営農センターまでお問い合わせください。

果樹類の優良品目、品種など産地振興品目、品種への転換に対する助成です。

①転換元がかんきつ類：23万円/10a　② 転換元が落葉果樹：17万円/10a
③ 転換先が指定落葉果樹以外：税抜き事業費の1/2以内（3社見積もりが必要です。）
※指定落葉果樹とは…桃、柿、梅、イチジク、ブドウ、栗を指します。

優良品目、品種への転換 
（2a以上）

園内道などの整備に対する助成です。

○ 補助率 ： 税抜き事業費の1/2以内 （3社見積もりが必要です。）
小規模基盤整備 
（10a以上）

多目的スプリンクラーやマルチドリップなどの設置に対する助成です。

○ 補助率 ：税抜き事業費の1/2以内 （3社見積もりが必要です。）
品質向上施設の設置 

（10a以上）

代替軌道施設、防霜・防風施設（受電設備は含まない）の設置に対する助成です。

○ 補助率 ：税抜き事業費の1/2以内 （3社見積もりが必要です。）
※モノラック（本機と荷台のセット）の更新（安全鑑定取得機種で既存設備より牽引能力、積載能力の向上が条件）とそれに伴うレールの延長、支線の整備、レールの更新ができます。

特認事業 
（10a以上）

優良品目、品種へ転換した担い手に対して未収益期間（5年間）のうち、改植初年度を除いた4年間の果樹の育
成経費の一部を定額で支援するものです。

○ 補助単価 ： 22万円/10a（5.5万円×4年）
※事業終了後、果樹経営支援対策事業の補助金と一括で支払われます。

果樹未収益期間支援事業
（5a以上）

果樹類の優良品目、品種など産地振興品目、品種への転換に対する助成です。優良品目、品種への転換 

果樹経営支援対策事業を活用しましょう！

１．以下のいずれかに該当すること。
①認定農業者　②農業所得が主で60歳代までの者がいる農家　③農業所得が主で後継者が確実にいる農家　④農業生産法人　⑤新規参入者
2．温州みかんに関する事業を実施する場合は、温州みかん需給調整対策事業に参加していること。
3．防霜、防風施設を希望される場合は以下の条件をすべて満たすこと。
　①果樹共済に加入していること　②受益面積は10a以上5ha未満であること　③国の補助事業による整備が困難であること

以下のすべての条件を満たす必要があります。事業対象者

事業のお申し込み締め切り日 令和3年3月19日（金）

1213
●春に心躍りそう。これからの計画を立てると良いアイデアが浮かぶはず。下旬から運勢は上昇を開始！
●ゲーム感覚でできる運動にツキがあります。

牡羊座
3/21～4/19

牡牛座
4/20 ～5/20 健康運健康運

全体運 ●友人に連絡を取ってみましょう。グッドニュースをキャッチできる可能性が大。買い物は慎重に。比較検討が大事。
●つい食べ過ぎてしまいそう。動いて消費を。

全体運
●春キャベツ幸運を呼ぶ食べ物 ●アシタバ幸運を呼ぶ食べ物



ＪＡ女性会は、女性たちが自分らしく
イキイキと暮らせること、

地域や社会が本当の意味で豊かに
なることを目指し活動しています。

キラキラ
女性会

JA女性会の活動レポート貴志支部
　

１
月
に
、
河
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
で
手
芸
教
室
を
開
き
、
花
ピ
ー
ス
作
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

通
常
は
布
を
織
り
合
わ
せ
て
作
っ
た
花
を

生
地
に
縫
い
付
け
て
か
ら
バ
ッ
グ
を
作
成
し

ま
す
が
、
今
年
度
は
活
動
機
会
が
少
な
く
、

花
ピ
ー
ス
の
み
を
作
成
し
ま

し
た
。
作
っ
て
み
れ
ば
単
体

で
も
と
っ
て
も
素
敵
！　

「
ブ
ロ
ー
チ
に
使
っ
て
も
か
わ

い
い
よ
ね
」
と
見
せ
合
い
っ

こ
す
る
会
員
さ
ん
た
ち
。
新

し
い
発
見
に
つ
な
が
る
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

大募集!!

年 会 費 500円
活動内容 料理・日帰り旅行・

健康体操など

女性会
会員
興味があること・やってみたいことに
チャレンジできます。
見学も大歓迎！ 一緒に楽しみましょう！

お問い合わせは最寄りの支店まで

女性大学第 3回講座

２
月
に
開
い
た
第
３
回
目
の
講
座

で
は
、Ｊ
Ａ
職
員
が
講
師
と
な
り

「
家
で
楽
し
め
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ

に
羊
毛
フ
ェ
ル
ト
作
り
を
学
習
し

ま
し
た
。

　

羊
毛
フ
ェ
ル
ト
と
は
、
専
用
の
ニ
ー

ド
ル
で
羊
毛
を
押
し
込
み
、
繊
維
を
絡
め

な
が
ら
任
意
の
形
に
成
型
す
る
手
芸
の
一
種
で
す
。

講
師
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

な
が
ら
、
動
物
を
か
た
ど
っ
た

か
わ
い
い
作
品
を
作
り
上
げ
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、

家
で
楽
し
め
る
新
し
い
趣
味
と

し
て
、
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
、
挑
戦

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

１
月
に
、
岩
出
市
で
花
屋
を
営
む
廣
田
恭

久
さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
て
、
中
央
営
農

セ
ン
タ
ー
で
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

を
開
き
ま
し
た
。

花
の
存
在
感
を
出
す
た
め
に
は
、
長
さ
を

揃
え
ず
に
活
け
る
の
が
オ
ス
ス
メ
と
の
こ
と
。

鮮
や
か
な
出
来
栄
え
の
作
品
を
見
て
「
子
ど

も
か
ら
初
め
て
花
を
も
ら
っ
た
記
憶
が
よ
み

が
え
っ
た
」
と
し
み
じ
み
話
す
会
員
さ
ん
や

「
友
人
に
あ
げ
て
喜
ん
で
も
ら
お
う
」
と
笑
顔

を
見
せ
る
会
員
さ
ん
。
や
っ

ぱ
り
花
の
あ
る
生
活
は
い
い

で
す
ね
♪

宮・西和佐支部

JAファーム  農作業受託料金表

※除草剤散布、病害虫防除、穂肥（追肥）の作業は受託できません。
※作業時期が重なる場合は受託できないことがあります。
※作業機（トラクター、コンバイン等）が出入りできる、幅 2m以上の道が必要です。
　畔越し田及び昇降路がない 50ｃｍ以上の高さがある圃場は受託できません。
※原則として、上記料金は組合員の農地を対象とします。
　なお、特別な理由がある場合は組合員以外の農地も対象とし、作業受託料金および受託条件は個別に設定します。
※水稲は、中干しの徹底と、収穫時コンバインが入れる様に水管理をしてください。
　管理されていない場合、無理な刈り取りをしないため後に回します。
※作業終了後、作業車の昇路した道路の土の除去は、委託者が行ってください。
※作業受託下限面積 １ヶ所につき　５ａ です。
※水稲受託作業以外は委託者の日程での作業は行いません。

（受託作業を行わない場合）
①作業車を運搬する３トン車輌が通行できない場合、及び作業車を下車させてから作業圃場までの距離が長い場合。
②３トン運搬車の駐車スペースがない場合（委託者が準備してください）。
③委託者遵守事項を繰り返し守らない場合。

≪ 委託者遵守事項 ≫
＊委託者はビニール・空き缶、ビン類等のゴミを、作業前までにあらかじめ圃場から撤去してください。

品目 作業名 標準料金（10a当り）
※税込 内　　容 備　　考

水稲 刈り取り

田植え

耕起（1回）

施肥

代かき

水田、畑地
（見積対応）

機械搬送料

全面草刈

畦ぎわ草刈
（見積対応）

草丈0.5m
以下
草丈1.0m
以下
草丈1.5m
以下

  全面草刈
（草刈機＋モア作業）

草の背丈1.5m以上は作業不可（刈り株の高さは高いです）。

草の背丈1.5m以上は作業不可です。

・10ａ当り4隈の基本料金（追加は1隈ごとに　+1,000円）　。
・委託者がどうしてもできない場合のみ、引き受け可。

田植えと同時に散布します
（側条施肥機対応肥料のみ）。　

草刈後、すぐに耕起できます。

トラクター、コンバイン、草刈り機等の運搬
１回（往復）。

刈り倒しのみ。

元肥及び土壌改良剤の散布（機械散布）。

手作業は行いません。

4隅植え、補植は行いません。

田植えと同時に散布します。　

田植えと同時に散布します
（田植同時処理剤のみ）。　

・乾燥、籾摺りは受託者が行ってください。
・隅刈りは委託者が事前に行ってください。
・稲わらはカットします。

刈り倒しのみ。

刈り倒しのみ。
機械搬送料別途。

機械搬送料別途。

隅刈り・稲ワラ結束は別料金。
機械搬送料別途。

肥料は委託者が準備。
機械搬送料別途。

機械搬送料別途。

機械搬送料別途。

肥料は委託者が準備。　

農薬は委託者が準備。

除草剤は委託者が準備。

苗は委託者が準備。
機械搬送料別途。

20,000

4,000

2,000

30,000

10,000

13,000

13,000

3,000

5,000

1,000

1,000

草丈1.0m
以下

施肥（元肥）

箱剤散布

除草剤散布

隅刈り

稲ワラ結束

袋代

草丈1.5m
以下

刈り倒しのみ。

刈り倒しのみ。

10,000

12,000

22,000

25,000

35,000

令和2年4月1日から適用

5ａで1,000円、稲ワラは圃場放置。2,000

乾燥、籾摺りのみの受託は行いません。
刈り取りとセットの場合のみ。

25,000乾燥、籾摺り

・古米袋代（小米も含む）は受託者が準備します。
・出荷袋は、委託者が準備してください。古米袋代（実費）

お申し込みは　お近くの支店または営農センターまで

●注意事項

1415 ●ナバナ
●気持ちが引き締まりポジティブシンキングに。開拓したいことがあればチャレンジのとき。ただ暴走には注意が必要。

健康運 幸運を呼ぶ食べ物●体を鍛える好機。ハードなトレーニングも◎
全体運

●サヨリ
●頑張ったかいありの結果が待っていて思わずにっこり。困り事はネットで検索すると解決のヒントが。相談も吉。

幸運を呼ぶ食べ物●心安らぐ音楽でメンタルが回復。ダンスも◎健康運
全体運 双子座

5/21～6/21
蟹 座
6/22～7/22
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